


ジャトロファとは？

種子から重量比で約30%の油を採取可能

バイオディーゼル燃料や航空燃
料の原料作物として注目される

＜注目される理由＞
・　半乾燥地でも生育可能である
・　食用にならない

・  二酸化炭素排出量の削減に寄与する
・  食糧生産と競合しない

しかし本格的な育種は
まだ十分になされていない

Jatropha curcas L.（ジャトロファ）（ナンヨウアブラギリ）



ジャトロファは垣根として用いられてきた

・家畜が忌避するため食害がない。
・その他の用途：
　　傷薬
　　虫歯の薬
　　ランプの油　など

・石油代替燃料源としての
歴史は浅い。
・本格的なバイオ燃料生産
には、さらなる育種が必要
とされる。



研究目的

ジャトロファ（Jatropha curcas L.) の分子育種：
耕作限界地でも生産可能な燃料作物の開発を
目指す。

1.乾燥ストレス耐性形質転換植物の作製
2. DNAマーカーによる遺伝資源の活用



野生型ジャトロファの乾燥耐性

６０日間潅水を完全に中断すると葉を落とすが、
潅水を再開すると葉は再生する。



① 浸透圧の強化
 (グリシンベタイン)

③ 代謝活性の増強
 (PPAT)

形質転換

GENE35S NOS

FLAG

② 乾燥ストレス応答強化
 (NF-YB)

乾燥ストレス耐性を目指した
形質転換ジャトロファの作製



３種類のコンストラクトをアグロバクテリウム法で導入

乾燥ストレス耐性を目指した
形質転換ジャトロファの作製



形質転換体シュートを再生　→　発根後に馴化

乾燥ストレス耐性を目指した
形質転換ジャトロファの作製



ジャトロファのゲノム配列決定（2011）

Osaka Univ.

ゲノム配列の決定により、41,428個のSSRを同定。
SSRマーカーを多数作製することが可能に。



ジャトロファ１２系統のSSR 解析

アジア及びアフリカ系統:  90 マーカーで全て多型なし
メソアメリカ系統: 90マーカー中、26マーカーで多型
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まとめ

1. 乾燥耐性ジャトロファの作製を目指して３種類の形質転換体
を作製した。

2. １６種類のSSRマーカーを作製し、メキシコ系統の系統解析
を行った。

3. アジア・アフリカ系統からはSSRマーカーの多型は検出され
なかった。

4. メキシコ系統はアジア・アフリカ系統よりも遺伝的多様性が
高く、育種材料として優れている。


